
認
知
症
の
方
を
対
象
に
、健
康
チ
ェ
ツ
ク

（血
圧
、
体
温
や
排
泄
、
皮
　
　
状
、
睡
眠

等
）
、
必
要
に
応
じ
て
医
療
行
為

（服
薬
管

理
　
調
整
、
点
滴
や
採
血
等
）
、
食
事
、
保
清

（入
浴
や
□
腔
ケ
ア
）
、
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
を
通
し
て
の
リ
ハ
ビ
リ
を
行
い
な
が
ら
、

認
知
症
の
治
療
を
し
て
い
く
場
で
す
。

ま
た
、
定
期
的
に
デ
イ
ケ
ア
を
利
用
す

る
事
で
、
生
活
の
リ
ズ
ム
が
安
定
し
、
心
身

の
程
よ
い
刺
激
と
な
り
、
認
知
症
の
進
行

予
防
に
大
き
な
効
果
が
得
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
い
じ家
族
の
介
護
　
　
を
軽
減
す
る

事
も
、ひ
と
つ
の
目
的
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「重
度
認
知
症
デ
イ
ケ
ア
こ
と
の
は
』
で

は
、
医
師
　
看
護
師
　
作
業
療
法
士
　
介

８
時
３０
分
～
９
時
３０
分
／
お
迎
え

９
時
３０
分
～
１１
時
３０
分
／
健
康
チ
ェ
ツ
ク

朝
の
会
　
個
別
レ
ク
　
入
浴
　
処
置

１‐
時
３０
　
　
１２
時
３０
分
／
□
腔
体
操

昼
食

□
腔
ケ
ア

‐３
時
００
分
／
休
憩
　
自
由
時
間

‐４
時
００
分
／
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン

‐５
時
００
分
／
お
や
つ
タ
イ
ム

‐５
時
３０
分
／
帰
宅

☆
入
浴
☆

月
曜
日
～
土
曜
日
に
実
施

☆
費
用
に
つ
い
て
☆

医
療
保
険
の
デ
イ
ケ
ア
＝
介
護
保
険
と

併
用
可

介
護
度
に
関
わ
ら
ず
利
用
可
能

介
護
度
に
よ
る
利
用
制
限
な
し

自
立
支
援
医
療
費
助
成
制
度

後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適
用

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

（手
帳
保
持
者
の
み
）

共
益
費
　
３００
円
／
日
（食
事
代
、雑
費
）

☆
時
間
☆

曜
日
／
月
曜
～
日
曜
（３６５
日
）

時
間
／
９
時
３０
分
～
１５
時
３０
分
ま
で
の

約
６
時
間

☆
認
知
症
と
は
？
以
下
の
様
な
気
に
な

る
様
子
は
な
い
で
す
か
？

同
じ
事
を
何
度
も
繰
り
返
し
言
う

以
前
は
趣
味
や
友
人
と
の
付
き
合
い
に

出
か
け
て
い
た
が
、
最
近
家
に
こ

も
り
が
ち
に
な
っ
た

怒
り

っ
ぼ
く
な

っ
た
、
表
情
が
乏

し
く
な
っ
た

料
理
の
味
付
け
、食
べ
物
の
好
み
が

変
わ
っ
た

服
装
や
身
だ
し
な
み
を
気
に
し
な

く
な
っ
た
‥
‥
ｅ
ｔ
ｃ
。

☆
ご
家
族
が
デ
イ
ケ
ア
利
用
の
対
象

に
な
る
の
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
、
をヌ

に
な
る
け
れ
ど
本
人
が
気
が
向
か
な

い
様
子
等
、
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、

い
つ
で
も
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
―

Ｎ
Ｓ
　
津
田
　
美
幸

「接
遇
た

つ
い
〆

今
回
は
、
「接
遇
」
に
つ
い
て
の
お

話
で
す
。

送
迎
中
、
ご
家
族
と
も
接
す
る
機

会
が
多
い
私
達
な
の
で

「接
遇
」
を

し
っ
か
り
勉
強
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

私
達
介
護
職
に
と

っ
て
の

「接
遇
」

と
は
、
利
用
者
さ
ん
と
ご
家
族
と
の

距
離
を
縮
め
る
事
も
あ
り
、
双
方
か

ら

「安
心
し
て
接
す
る
こ
と
の
で
き

る
職
員
」
に
な
れ
た
ら
と
て
も
良
い

こ
と
で
す
。
し
か
し
、
介
護
現
場
で
１０

年
働
い
て
き
た
私
も

「利
用
者
さ
ん

と
ど
う
接
し
た
ら
良
い
か
分
か
ら
な

い
」
「何
を
し
た
ら
良
い
ん
だ
ろ
う
」

と
思
う
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。

「接
遇
」
と
は
、
お
も
て
な
し
の
心

を
も

っ
て
相
手
に
接
す
る
と
い
う
意

味
を
持
ち
、
接
は
「人
に
近
づ
く
」
、
遇

は
「
も
て
な
す
」
と
い
う
こ
と
だ
そ
う

で
す
。
ま
た
、
５
つ
の
ポ
イ
ン
ト
が
あ

る
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。

１
、挨
拶
　
２
、一●
葉
遣
い
　
３
、
聞
く

姿
勢
　
４
、
お
世
辞
　
５
、
身
だ
し
な

み
で
す
。挨
拶
、
お
辞
儀
、身
だ
し
な
み

は
社
会
人
と
し
て
当
然
で
す
が
、
私
の

中
で
⊇
［
葉
遣
い
」と
、
「
聞
く
姿
勢
」
が

と
て
も
大
切
な
事
だ
と
気
づ
き
ま
し

た
。な
ぜ
な
ら
、
言
葉
遣
い
は
、
普
段
、

利
用
者
さ
ん
と
会
話
す
る
中
で
気
づ

け
ば
馴
れ
馴
れ
し
い
言
葉
に
な
っ
て

い
た
り
、
早
□
言
葉
に
な

っ
て
い
ま

し
た
。　
ま
た
、
聞
く
姿
勢
で
は
、
つ

い
つ
い
忙
し
い
時
な
ど
に
立

っ
た
ま

ま
で
聞
い
て
お
り
、
日
線
を
合
わ
せ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。〈
フ
回
、
日
々
業

務
を
し
て
い
る
中
で
振
り
返
り

「接

遇
」
に
つ
い
て
改
め
て
意
識
し
て
い

く
こ
と
の
大
事
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

「安
心
し
て
接
す
る
こ
と
の
で
き
る

職
員
」
に
な
れ
る
よ
う
に
常
に

「接

遇
」
の
ポ
イ
ン
ト
を
頭
に
入
れ
、
利
用

者
さ
ん
と
ご
家
族
に
関
わ

っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｃ
Ｗ
　
山
田
　
美
香
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移
グ
Ｌん

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち

は
。
ま
だ
ま
だ
寒
さ
が

続
く
今
日
こ
の
ご

ろ
、

い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？

今
回
も
引
き
続
き
、
祖
母
の
話
題
で
す
。

（今
回
は
、
祖
母
が
在
宅
生
活
を
穏
や
か
に

継
続
で
き
る
こ
と
を
目
標
に
、
事
例
検
討

様
に
記
載
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
※
本
人
、

家
族
承
諾
済
み
で
す
。）

〈主
訴
》
長
年
の
友
人
、
知
人
が
次
々
亡
く

な
る
喪
失
体
験
か
ら
『寂
し
い
』
と
の
訴
え

や
、
『家
族
に
迷
惑
か
け
て
る
け
ど
、
迎
え

が
来
な
い
と
あ
の
世
に
も
行
け
な
い
』
等
、

悲
観
的
な
発
言
が
日
立
ち
、
自
宅
に
こ
も

る
こ
と
が
多
く
な

っ
て
い
る
。

〈プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉
９０
代
後
半
。奄
美
大
島

に
て
出
生
。幼
少
期
で
両
親
や
兄
弟
を
亡

く
す
等
、
早
く
か
ら
人
的
喪
失
体
験
あ
り
。

若
く
し
て
機
織
り
や
家
政
婦
の
仕
事
を

し
、
結
婚
後
は
前
妻
の
子
を
含
め
た
８
人

の
子
を
育
て
、
機
織
り
は
９０
歳
位
ま
で
継

続
。趣
味
は
、
以
前
は
潮
干
狩
り
や
い
ざ

り
、
毎
朝
道
路
の
清
掃
や
海
岸
沿
い
を
友

人
と
散
歩
し
て
い
た
。
現
在
は
得
意
の
島

唄
や
ド
ラ
イ
プ
を
好
む
。

一心
身
の
機
能
　
構
造
〓
身
体
機
能
は
、
難

聴

（
近
く
大
き
な
声
か
け
が
必
要

）
や
両

膝
の
Ｏ
脚
変
形
あ
り
。立
ち
上
が
り
と
歩

き
始
め
の
膝
の
痛
み
認
め
、
歩
行
耐
久
性

は
低
い
が
、
関
節
可
動
域
制
限
や
目
立
つ

筋
力
低
下
は
む
く
、
近
年
の
転
倒
歴
は
な

い
。定
期
受
診
で
は
、
主
治
医
が
毎
回
驚
く

ほ
ど
採
血
結
果
等
も
良
好
。
認
知
機
能
面

で
は
、
年
相
応
の
物
忘
れ
が
目
立
ち
、
入
浴

や
整
容
に
無
頓
着
に
な
り
、
無
為
に
過
ご
す

こ
と
が
多
く
む

っ
て
い
る
が
、
コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
は
良
好
。

活
動
／
参
加

Ａ
Ｄ
Ｌ
↓
動
作
的
に
は
ほ

ぼ
日
常
生
活
に
大
き
怠
支
障
は
な
い
が
、
入

浴
、
整
容
は
声
か
け
や
準
備
の
介
入
を
要
す

る
。ま
た
、
排
泄
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
困
難
で
、

失
禁
が
目
立
ち
、
汚
染
し
た
衣
類
で
過
ご

し
、
汚
れ
た
リ
ハ
ビ
リ
バ
ン
ツ
を
ベ
ツ
ド
下

に
集
め
る
等
が
問
題
。

Ｉ
Ａ
Ｄ
Ｌ
↓
金
銭
管
理
は
家
族
が
行
い
、

調
理
も
独
力
で
行
う
が
、
腐

っ
た
食
材
を
そ

の
ま
ま
に
し
、
偏
食
も
目
立
つ
。
掃
除
や
洗

濯
も
自
分
で
行
う
が
、
不
十
分
で
あ
る
た
め

介
入
が
必
要
。
買
い
物
は
近
く
の
商
店
に
て

独
力
で
可
能
。
服
薬
は
朝
の
降
圧
剤
の
み

で
、服
薬
管
理
可
能
。

地
域
と
の
関
わ
り
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
時

折
老
人
会
の
体
操
に
は
参
加
。週

一
回
の
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
に
渋
々
参
加
。

《個
人
因
子
》
性
格
は
お
お
ら
か
で
社
交
的

な
反
面
、
歩
行
介
助
を
拒
否
し
た
り
、
自
身

の
姑
と
の
同
居
　
介
護
経
験
を
理
由
に
、
患

子
塞
族
と
の
同
居
は
頑
む
に
拒
否
す
る
等

頑
固
な

一
面
も
あ
る
。自
分
の
こ
と
は
自
分

で
行
う
こ
と
に
強
い
価
値
を
も
ち
、
自
立
し

て
い
る
と
い
う
思
い
か
ら
、
週

一
回
の
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
導
入
も
拒
否
的
で
あ

っ
た
。
嗜
好

品
は
甘
い
物
で
、食
べ
過
ぎ
る
傾
向
。

《環
境
因
子
》
古
い
平
屋
に
て
独
居
だ
が
、
同

敷
地
内
に
息
子
家
族
が
お
り
、
声
か
け
や
介

人
が
可
能
。

年
金
で
細
々
と
暮
ら
し
て
お
り
、
週

一
回

の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
、
週
６
日
の
昼
食

宅
配
弁
当
、
２
ヶ
月
に

一
回
の
定
期
受
診
、

水
道
光
熱
費
等
が
主
な
支
出
。

《焦
点
化
》
祖
側
は
、
友
人
　
知
人
　
身
内
の

死
等
、
人
的
喪
失
体
験
が
続
き
、
さ
ら
に
は

長
年
継
続
し
て
き
た
機
織
り
か
ら
も
離
れ
、

高
齢
者
特
有
の
経
済
的
　
社
会
的
な
役
割

の
喪
失
か
ら
、
悲
観
的
発
言
や
、
自
宅
で
無

為
に
過
ご
す
こ
と
が
多
く
な
り
、
そ
れ
に
付

随
す
る
よ
う
に
清
潔
観
念
の
低
下
も
見
ら

れ
る
。
ま
た
、
汚
染
衣
類
の
着
衣
、
汚
染
衣
類

や
腐

っ
た
食
事
を
放
置
す
る
行
為
が
あ
り
、

偏
食
も
日
立
つ
が
、
自
立
で
き
て
い
る
と
い

う
思
い
や
、
干
渉
さ
れ
る
こ
と
を
嫌
う
性
格

が
重
な
り
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
も
拒
否
的

で
、
社
会
参
加
が
制
限
さ
れ
て
い
る
状
況
で

あ
る
。祖
層
が
在
宅
生
活
を
穏
や
か
に
継
続

し
て
い
く
た
め
に
は
、
本
人
の
好
む
家
族
と

の
交
流
や
、
祖
母
　
後
進
の
育
成
と
い
う
役

割
を
継
続
し
て
も
ら
い
、
悲
観
的
発
言
を
軽

減
さ
せ
な
が
ら
社
会
参
加
を
保
つ
必
要
が

あ
り
、
本
人
の
「自
分
の
事
は
自
分
で
や
り

た
い
」
と
い
う
価
値
感
を
尊
重
し
な
が
ら
、

家
族
で
黒
子
の
様
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
介
入

を
続
け
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
必
要
性
を

説
き
な
が
ら
利
用
回
数
を
増
や
し
、
本
人
の

望
む
、
「独
居
生
活
」
を
支
援
し
て
い
き
た
い

と
考
え
る
。

《問
題
点
　
課
題
点
》

自
宅
で
無
為
に
過
ご
す
こ
と
が
多
く
、
悲

観
的
発
言
が
目
立
つ
。

入
浴
、整
容
に
無
頓
着
で
、
汚
染
衣
類
の

着
衣
や
、
リ
ハ
ビ
リ
バ
ン
ツ
を
ベ
ツ
ド
下

に
集
め
る
等
、
清
潔
観
念
の
低
下
あ
り
。

偏
食
傾
向
や
、
食
事
を
腐
ら
し
て
放
置
し

て
し
ま
う
。

《
ア
プ
ロ
ー
チ
〉

１
、
好
き
な
ド
ラ
イ
プ
で
の
気
分
転
換
や
、

外
出
を
理
由
に
入
浴
、整
容
を
促
す
。

２
、
得
意
の
島
唄
や
集
落
の
歴
史
等
を
教
え

て
も
ら
い
、
祖
母
と
し
て
、
後
進
の
育

成
と
し
て
の
役
割
の
継
続
。

３
、
自
尊
心
に
考
慮
し
な
が
ら
汚
染
物
の
回

収
や
衣
類
の
洗
濯
介
助
。

４
、
食
事
は
様
子
を
見
な
が
ら
、
腐
ら
な
い

よ
う
に

一
食
分
ず
つ
提
供
す
る
。

５
、
現
在
週

一
回
通

っ
て
い
る
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
回
数
を
増
や
す
。

６
、
本
人
が
出
来
て
い
る
こ
と
を
継
続
し

て
も
ら
い
な
が
ら
、
毎
日
の
見
守
り
、

声
掛
け
。

最
後
に
、
今
回
祖
母
の
人
生
を
振
り
返

り
、
文
章
化
し
て
み
る
と
身
近
な
祖
母
の

こ
と
で
も
把
握
し
て
い
な
い
こ
と
が
多
々

あ
り
ま
し
た
。皆
さ
ん
か
ら
も
、
も
っ
と
こ

う
し
た
方
が
い
い
等
、
意
見
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
教
え
て
く
だ
さ
い
ね
。
そ
れ
で
は
、

ま
た
ん
き
ゃ
、
う
が
み
ん
し
ょ
ろ
～
（ま

た
、△
〓
い
ま
し
ょ
う
）Ｏ

Ｔ
　
小
松
　
尚
樹


